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大阪府立 吹田高等学校 



学校番号 １１７ 

平成 31年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「音楽Ⅰ 改訂版 Tutti」 （教育出版） 

副教材等 「The Basics of Music」（教育芸術社）「アルトリコーダー・テキスト」（自主教材） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

●「歌うこと」「楽器を演奏すること」「音楽を聴くこと」の３つの分野を年間通して学習します。 

● 学習の到達度は、実技テストやワークシートで評価します。 

● 音楽の学習は、何よりもまず「進んで取り組もう」という姿勢を持つことが大切です。熱心に取

り組み、練習を重ねた演奏は、上手・下手を超えたところで聞く人の心を打ちます。「心に届く

演奏」が出来たとき、演奏者の心にも深い充実感が生まれます。この充実感は、合唱や合奏で美

しいハーモニーを体感できたときにも訪れます。「音楽をする喜び」とはこの充実感を感じるこ

とに他なりません。多くの皆さんにこの充実感を味わってほしいと思います。 

 

２ 学習の到達目標 

幅広い音楽活動を通して音楽を愛好する心情を育むとともに、古今の名曲に触れる機会を多く作り、

音楽文化についての理解を深める。 

音楽的な感性を高めるとともに、合唱、器楽アンサンブルなどを通して互いの存在を意識しながら表

現をしていく能力を身につける。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への    

関心・意欲・態度 

b:音楽表現の 

創意工夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽や音楽文化に関

心を持ち、歌唱、器楽

創作、鑑賞の学習に主

体的に取り組もうと

する。 

音楽を形作っている

要素を知覚し、それら

の働きを感受しなが

ら、歌唱、器楽、創作

の音楽表現を工夫し、

どのように歌うか、演

奏するか、音楽をつく

るかについての表現

意図をもっている。 

創意工夫を生かした

音楽表現をするため

に必要な歌唱、器楽、

創作の技能を身につ

け、創造的に表してい

る。 

音楽を形作っている

要素を知覚し、それら

の働きを感受しなが

ら、楽曲や演奏を解釈

したり、それらの価値

を考えたりして、音楽

に対する理解を深め、

よさや美しさを創造

的に味わって聴いて

いる。 

評
価
方
法 

観察 

ワークシート 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 観察 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

一
学
期 

   

声
に
出
し
て
歌
お
う
・高
校
音
楽
の
ス
タ
ー
ト 

【歌唱】 

校歌 

今、咲き誇る花たちよ 

少年時代 

世界に一つだけの花 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 a:歌う喜びを感じ、主体的に歌

の学習に取り組もうとする。 

b:リズム、メロディ、強弱など

を知覚し、それらの働きが生み

出す特質や雰囲気を感受しなが

ら、音楽表現を工夫している。 

c:歌詞の内容と曲想を関わらせ

て表現するために必要な歌唱の

技術を身につけている。 

 

 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

リ
コ
ー
ダ
ー
に
親
し
も
う 

【器楽】 

バロック・ホウダウン 

メヌエット 

雪のおどり 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 a:リコーダーの基礎的な奏法を

身につけて、それらを生かして

演奏することに関心を持ち、主

体的に取り組もうとしている。 

b:音楽を形作っている要素を知

覚し、それらの組み合わせが生

み出す効果を感受して演奏して

いる。 

c:レガート奏法（スラー）を身

につけ、演奏に生かしている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

鑑
賞
の
フ
ァ
ー
ス
ト
・ス
テ
ッ
プ 

【鑑賞（DVD鑑賞）】 

バレエ「ボレロ」 

（ジョルジュ・ドン、20世紀バレ

エ団、モーリス・ベジャール振

り付け） 

 

 

 

 

○ 

   

 

 

 

○ 

a:管弦楽で扱われる楽器の音色

やリズムの特徴とその音楽的効

果に関心をもって楽曲を聴こう

としている。 

d:音楽と身体表現の関わり合い

に関心を持ち、同時に優れた踊

り手によって作り出される緊張

感ある舞台の美しさを感じ取っ

て鑑賞している。 

観察 

ワークシート 

二
学
期 

イ
タ
リ
ア
語
の
歌
を
歌
お
う 

【歌唱】 

Caro mio ben 

我が太陽 

（斉唱・言語） 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 a:イタリア古典歌曲成立の歴史

的・文化的背景に関心を持ち、

歌う学習に積極的に取り組む。 

b:リズム、旋律、強弱などを知

覚し、それらの関わりが生み出

す雰囲気を感受しながら、表現

を工夫している。 

c:表現したいことを伝える歌唱

の技法を身につけている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 



 

合
唱
の
響
き
を
求
め
て 

【歌唱】 

よろこびの歌（混声四部） 

（日本語・ドイツ語） 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 a:声を合わせる活動に関心を持

ち、合唱の学習に主体的に取り

組もうとしている。 

b:旋律とハーモニーの関わりを

知覚し、それらの働きを感受し

ながら音楽表現を工夫してい

る。 

c:歌詞の内容と曲想を関わらせ

て感じ取り、歌唱に必要な技能

を身につけている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

リ
コ
ー
ダ
ー
の
技
能
を
高
め
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
も
う 

【器楽】 

DekeDekeポルカ（独奏） 

世界の約束（アンサンブル） 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 a：新しい技術（ダブルタンギン

グ）の習得に関心を持ち、積極

的に練習に取り組む。グループ

学習に積極的に取り組む。 

b:曲中に使われている技術と曲

想の関わりを知覚し、それらが

作り出す演奏効果を感受する。

グループ・アンサンブルの練習

を通じて音楽表現を工夫する。 

c:様々な表現を可能にするアー

ティキュレーションの技術を身

につけている。 

 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

西
洋
音
楽
の
歴
史
を
知
ろ
う 

【鑑賞】 

グレゴリオ聖歌「アレルヤ」 

鳥の歌（ジャヌカン） 

トッカータとフーガニ短調（バ

ッハ） 

 

 

 

○ 

   

 

○ 

a：西洋音楽の歴史に関心を持

ち、時代による音楽の変化を感

じ取って鑑賞している。 

d：それぞれの時代による音楽の

スタイルの違いを知覚し、その

時代の持つ雰囲気を感受しなが

ら、音楽の美しさを様々な角度

から味わって聴いている。 

観察 

ワークシート 

三
学
期 

グ
ル
ー
プ
・ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
も
う 

【歌唱】 

心の瞳（二部合唱） 

Sing（二部合唱） 

（グループ・アンサンブル） 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 a:仲間と声を合わせる活動に関

心を持ち、自分たちで表現を工

夫することに主体的に取り組ん

でいる。 

b:メロディの流れにのり、言葉

の乗せ方を工夫し、曲想を歌詞

の内容に関わらせて表現しよう

としている。 

c:少人数のアンサンブルが美し

く響くよう、各パートのバラン

スを考えながら歌う技術を身に

つけている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 



ギ
タ
ー
を
弾
こ
う 

【器楽】 

チューニングのマスター 

ハ長調の音階 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 a:ギターの音色に関心を持ち、

基礎的な奏法を身につけること

に主体的に取り組もうとしてい

る。 

c:技術の基礎となるハ長調の音

階を、ファースト・ポジション

と i、mのアポヤンド奏法で弾け

る技能を身につけている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

舞
台
芸
術
の
世
界 

【鑑賞】 

歌舞伎「勧進帳」 

 

 

○ 

   

 

○ 

a:歌舞伎の成立過程を知り、そ

の特徴に関心を持って、鑑賞の

学習に主体的に取り組もうとし

ている。 

d:舞台を形作っている要素を知

覚し、それらの働きが生み出す

特質や雰囲気を感受しながら、

歌舞伎の特徴を理解し、それら

の価値を考えて伝統音楽の世界

を創造的に味わっている。 

観察 

ワークシート 

 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けてい

る。 

 



学校番号 １１７ 

平成 31年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「音楽Ⅱ 改訂版 Tutti」 （教育出版） 

副教材等 The Basics of Music （教育芸術社）、ギターテキスト（自主教材） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

●「歌うこと」「楽器を演奏すること」「音楽を聴くこと」の３つの分野を年間通して学習します。 

● 学習の到達度は、実技テストやワークシートで評価します。 

● 音楽の学習は、何よりもまず「進んで取り組もう」という姿勢を持つことが大切です。熱心に取

り組み、練習を重ねた演奏は、上手・下手を超えたところで聞く人の心を打ちます。「心に届く

演奏」が出来たとき、演奏者の心にも深い充実感が生まれます。この充実感は、合唱や合奏で美

しいハーモニーを体感できたときにも訪れます。「音楽をする喜び」とはこの充実感を感じるこ

とに他なりません。多くの皆さんにこの充実感を味わってほしいと思います。 

 

２ 学習の到達目標 

幅広い音楽活動を通して音楽を愛好する心情を育むとともに、古今の名曲に触れる機会を多く作り、

音楽文化についての理解を深める。 

音楽的な感性を高めるとともに、合唱、器楽アンサンブルなどを通して互いの存在を意識しながら表

現をしていく能力を身につける。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への    

関心・意欲・態度 

b:音楽表現の 

創意工夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽や音楽文化に関

心を持ち、歌唱、器楽

創作、鑑賞の学習に主

体的に取り組もうと

する。 

音楽を形作っている

要素を知覚し、それら

の働きを感受しなが

ら、歌唱、器楽、創作

の音楽表現を工夫し、

どのように歌うか、演

奏するか、音楽をつく

るかについての表現

意図をもっている。 

創意工夫を生かした

音楽表現をするため

に必要な歌唱、器楽、

創作の技能を身につ

け、創造的に表してい

る。 

音楽を形作っている

要素を知覚し、それら

の働きを感受しなが

ら、楽曲や演奏を解釈

したり、それらの価値

を考えたりして、音楽

に対する理解を深め、

よさや美しさを創造

的に味わって聴いて

いる。 

評
価
方
法 

観察 

ワークシート 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 観察 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

一
学
期 

二
部
合
唱
の
歌
を
歌
お
う 

【歌唱】 

瑠璃色の地球（二部合唱） 

島唄（二部合唱） 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 a:二部合唱のハーモニーの美し

さに関心を持ち、男声・女声の

声の特質の違いによる演奏効果

を生かして歌うことに主体的に

取り組もうとしている。 

b:メロディ、リズム、ハーモニ

ー、強弱などを知覚し、その曲

の持つ世界観をどのように表現

するか、工夫している。 

c:それぞれの曲にふさわしいイ

メージを持って音楽表現をする

ために、必要な声の技術を身に

つけている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

ギ
タ
ー
を
弾
こ
う 

【器楽】 

ハ長調のスリーコード 

「チョプスティック」 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 a:ギター演奏の新たな技術に関

心を持ち、その習得と発展に主

体的に取り組もうとしている。 

c:C,G7,F（簡略形）のコードが

弾けるようになり、メロディ、

コードによる伴奏の両方が弾け

るようになる。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

 

【鑑賞】 

無伴奏チェロ組曲第一番 ト

短調 

弦楽四重奏曲第 67 番 

歌曲集「冬の旅」より 

 

 

 

○ 

   

 

○ 

a:各時代における音楽の特徴と

その時代の歴史的な背景に関心

を持ち、鑑賞することに主体的

に取り組んでいる。 

d:その時代の文化的・歴史的な

背景に思いをはせつつ、楽器の

音色や声の持つ魅力を味わいな

がら聴いている。 

観察 

ワークシート 

 

二
学
期 

歌
曲
の
世
界 

【歌唱】 

Ich liebe dich（原語） 

落葉松 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 a:歌詞の内容・曲想の関わりに

関心を持ち、それらを生かして

歌うことに主体的に取り組んで

いる。 

b:強弱、リズム、メロディの持

つ特徴をつかみ、歌詞の内容を

理解してどのように表現するか

考えてながら歌っている。 

c:ドイツ語、日本語それぞれの

曲にふさわしい発音、声の出し

方で歌うことが出来ている。 

 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 



     

三
学
期 

   

ギ
タ
ー
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
も
う 

【器楽】 

Stand by me 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 a:今まで学んできたギターの奏

法に関心を持ち、個人の技術の

向上に励むとともに、グループ

学習を通じて一つの音楽を作り

上げることに主体的に取り組ん

でいる。 

b:メロディ、コード、ベースラ

インの３部に分かれて構成され

ている楽曲の仕組みを理解し、

どのように演奏するかについて

表現意図を持って練習してい

る。 

c:グループの一員として、アン

サンブルとして完成させること

が出来る技術を身につけてい

る。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

日
本
の
伝
統
音
楽
を
聞
こ
う 

【鑑賞】 

雅楽「越天楽」 

箏曲「六段の調べ」   

 

 

 

○ 

   

 

 

○ 

a:我が国の伝統音楽に関心を持

ち、鑑賞の学習に主体的に取り

組もうとしている。 

d:音楽を形作っている要素を知

覚し、西洋音楽との違いを感受

しながら、伝統音楽に対する理

解を深め、そのよさや美しさを

味わって聴いている。 

観察 

ワークシート 

 

三
学
期 

 

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
味
わ
お
う 

【歌唱】 

「きみを乗せて」（混声四部合

唱） 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 a:曲想と歌詞の関わりに関心を

持ち、四部合唱に主体的に取り

組んでいる。 

b:メロディ、ハーモニーとリズ

ムの関わり合いを知り、それぞ

れのパートの役割を理解しなが

ら全体をまとめるにはどのよう

に歌うかについて、明確な表現

意図を持っている。 

c:混声四部合唱として作られた

楽曲の世界観を表現するために

必要な歌唱の技能を身につけ、

クラス全員が協力し合って表現

している。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
も
う 

【器楽】 

海の見える町 

（リコーダーとギター） 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 a:リコーダーとギターの音色の

融合に関心を持ち、それらを生

かしたアンサンブルをする学習

に主体的に取り組んでいる。 

b：音楽を形作っている要素を知

り、それらの働きが生み出す雰

囲気を感じながら、自分たちな 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 



 

     りの表現を目指している。 

c：今までに学んだ技法を生か

し、創造的に表現している。 

 

舞
台
芸
術
の
世
界 

【鑑賞】 

ミュージカル「キャッツ」 

（DVD 鑑賞） 

 

 

○ 

   

 

○ 

a:ミュージカルの特徴を理解

し、その文化的・歴史的背景や

作曲家に関心を持ち、鑑賞する

ことに主体的に取り組もうとし

ている。 

d:「キャッツ」という作品の特

徴を理解し、その雰囲気を感じ

取りながら、作品全体に対する

理解を深めながら主体的に鑑賞

している。 

 

観察 

ワークシート 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けてい

る。 

 

 



学校番号 １１７ 

平成 31年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅲ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「音楽Ⅲ 改訂版」 （教育出版） 

副教材等 The Basics of Music （教育芸術社）、その他自主教材 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

●「歌うこと」「楽器を演奏すること」「音楽を聴くこと」の３つの分野を年間通して学習します。 

● 学習の到達度は、実技テストやワークシートで評価します。 

● 音楽の学習は、何よりもまず「進んで取り組もう」という姿勢を持つことが大切です。熱心に取

り組み、練習を重ねた演奏は、上手・下手を超えたところで聞く人の心を打ちます。「心に届く

演奏」が出来たとき、演奏者の心にも深い充実感が生まれます。この充実感は、合唱や合奏で美

しいハーモニーを体感できたときにも訪れます。「音楽をする喜び」とはこの充実感を感じるこ

とに他なりません。多くの皆さんにこの充実感を味わってほしいと思います。 

 

２ 学習の到達目標 

幅広い音楽活動を通して音楽を愛好する心情を育むとともに、古今の名曲に触れる機会を多く作り、

音楽文化についての理解を深める。 

音楽的な感性を高めるとともに、合唱、器楽アンサンブルなどを通して互いの存在を意識しながら表

現をしていく能力を身につける。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への    

関心・意欲・態度 

b:音楽表現の 

創意工夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽や音楽文化に関

心を持ち、歌唱、器楽

創作、鑑賞の学習に主

体的に取り組もうと

する。 

音楽を形作っている

要素を知覚し、それら

の働きを感受しなが

ら、歌唱、器楽、創作

の音楽表現を工夫し、

どのように歌うか、演

奏するか、音楽をつく

るかについての表現

意図をもっている。 

創意工夫を生かした

音楽表現をするため

に必要な歌唱、器楽、

創作の技能を身につ

け、創造的に表してい

る。 

音楽を形作っている

要素を知覚し、それら

の働きを感受しなが

ら、楽曲や演奏を解釈

したり、それらの価値

を考えたりして、音楽

に対する理解を深め、

よさや美しさを創造

的に味わって聴いて

いる。 

評
価
方
法 

観察 

ワークシート 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 観察 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

一
学
期 

言
葉
と
音
楽
① 

【歌唱】 

初恋（日本語） 

Ave Maria（ドイツ語） 

Lascia chio pianga(イタリア語） 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 a:異なる３つの原語で書かれた

曲を歌いながら、その表現内容

や言葉の特徴に関心を持ち、そ

れぞれの持ち味を生かした表現

を工夫しつつ取り組んでいる。 

b:言葉と旋律の関わり合いを知

覚し、それぞれのもつ特質を感

じ取って音楽表現に生かしてい

る。 

c:それぞれの曲の特徴を総合的

に理解し表現するために必要な

発声の技法を身につけている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

ギ
タ
ー
の
名
曲
に
挑
戦 

【器楽】 

禁じられた遊び（ギターソロ） 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 a:楽曲の構成および、この曲が

主題曲として使われた映画の内

容にも関心を持ち、主体的に練

習に取り組もうとしている。。 

b:メロディの流れを感じ取り、

伴奏の効果も考えながら表現を

工夫している。 

c:三連符、セーハなどこの曲を

表現するために必要な技術を身

につけている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

キ
ー
ボ
ー
ド
に
挑
戦 

【器楽】 

ｽｰﾊﾟｰｶﾘﾌﾗｼﾞﾘｽﾃｨｯｸｴｸｽﾋﾟｱ

ﾘﾄﾞｰｼｬｽ(キーボード二重奏) 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 a:鍵盤楽器の奏法に関心を持

ち、主体的に練習に取り組もう

としている。 

b:キーボードで得られるさまざ

まな音色を使って、曲にふさわ

しい表現が出来るよう工夫して

いる。 

c:キーボードでメロディや和音

を弾く技術を身につけている。: 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

二
学
期 

言
葉
と
音
楽
② 

【歌唱】 

Hey Jude（ギター弾き語り） 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 a:英語のポピュラーソングの特

徴に関心を持ち、表現意図を持

って弾き語りの学習に主体的に

取り組もうとしている。 

b:楽曲を構成するさまざまな要

素を知覚し、それらの働きによ

る世界観を感受しながらどのよ

うに歌うか工夫している。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 



  

     c:ギターの伴奏の技能を身につ

け、英語の発音や言葉の特徴な

どを総合的に理解して演奏して

いる。 

 

日
本
の
音
風
景
～
秋
～ 

【鑑賞】 

箏曲「秋風の曲」 

能「松風」 

長唄「秋の色種」 

 

 

○ 

   

 

○ 

a:日本の音楽と自然や風土との

関わりや、日本の音楽の特質と

美しさに関心を持って鑑賞の学

習に取り組もうとしている。 

d:日本の楽器の持つ音色やリズ

ムを知り、それらが生み出す独

特の雰囲気を感じ取り、日本の

伝統音楽に対する理解を深め、

そのよさを味わって聴いてい

る。 

観察 

ワークシート 

リ
コ
ー
ダ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
挑
戦 

【器楽】 

エル・クンバンチェロ 

（ソプラノ、アルト、テナーリコ

ーダーとキーボードによるア

ンサンブル） 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 a:1，2 年次で学習したリコーダ

ー演奏の総仕上げとなる曲であ

ることを理解し、クラス全員で

一曲を仕上げることに主体的に

取り組もうとしている。 

b:各パートの特徴を理解し、自

分が担当するパートの役割を把

握して、体の表現につなげよう

としている。 

c:細かいパッセージが出てくる

など、技術的に難しい部分もき

ちんと演奏できるよう努力して

いる。 

 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

物
語
と
音
楽 

【鑑賞・歌唱】 

オペラ「トゥーランドット」より 

Nessun dorma 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

a:オペラのアリアの表現内容に

関心を持ち、表現意図を持って

歌う学習に取り組んでいる。 

b:イタリア・オペラ独特の雰囲

気を感じ取り、物語の進行にお

ける音楽の効果を理解してどの

ように歌うか考えて取り組んで

いる。 

c:物語の中におけるこの曲の演

奏効果を知り、それにふさわし

い表現をするために必要な発

声、呼吸法などを身につけてい

る。 

d:登場人物の声とオーケストラ

の関わりを知り、物語の進行に

おける音楽の効果なども理解し

ながら聴いている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 



三
学
期 

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
に
挑
戦 

【器楽】 

組曲「惑星」より「ジュピター」 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 a:ミュージックベルの演奏上の

特質および音色の美しさに関心

を持ち、主体的に練習に取り組

もうとしている。 

b：一人１音ないし２音を担当し

て全員の協力の下、演奏してい

くことを理解し、音の立ち上が

り等にばらつきがないよう、な

めらかな表現が出来ることを目

指している。 

c:ベル本来の持つ、澄んだ美し

い音を響かせることが出来てい

る。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

卒
業
の
歌
を
歌
お
う 

【歌唱】 

卒業写真（二部合唱） 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 a:まもなく迎える卒業にふさわ

しい歌を歌うことを通じて、残

る高校生活より有意義なものと

しようとする意識をもって取り

組んでいる。 

b:二部合唱のハーモニーをより

深く感じ取って、楽曲の持つ世

界観を表現しようとしている。 

c:各自の声の持つ特質を知りつ

つ、全体のバランスがとれるよ

うな歌唱の技術を身につけてい

る。 

 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けてい

る。 

 

 



学校番号 １１７ 

平成 31年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅰ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「改訂版 ON！１」 （音楽之友社） 

副教材等 ギター・テキスト、自主教材 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

●「歌うこと」「楽器を演奏すること」「音楽を聴くこと」の３つの分野を年間通して学習します。 

● 学習の到達度は、実技テストやワークシートで評価します。 

● 音楽の学習は、何よりもまず「進んで取り組もう」という姿勢を持つことが大切です。熱心に取

り組み、練習を重ねた演奏は、上手・下手を超えたところで聞く人の心を打ちます。「心に届く

演奏」が出来たとき、演奏者の心にも深い充実感が生まれます。この充実感は、合唱や合奏で美

しいハーモニーを体感できたときにも訪れます。「音楽をする喜び」とはこの充実感を感じるこ

とに他なりません。多くの皆さんにこの充実感を味わってほしいと思います。 

 

２ 学習の到達目標 

幅広い音楽活動を通して音楽を愛好する心情を育むとともに、古今の名曲に触れる機会を多く作り、

音楽文化についての理解を深める。 

音楽的な感性を高めるとともに、合唱、器楽アンサンブルなどを通して互いの存在を意識しながら表

現をしていく能力を身につける。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への    

関心・意欲・態度 

b:音楽表現の 

創意工夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽や音楽文化に関

心を持ち、歌唱、器楽

創作、鑑賞の学習に主

体的に取り組もうと

する。 

音楽を形作っている

要素を知覚し、それら

の働きを感受しなが

ら、歌唱、器楽、創作

の音楽表現を工夫し、

どのように歌うか、演

奏するか、音楽をつく

るかについての表現

意図をもっている。 

創意工夫を生かした

音楽表現をするため

に必要な歌唱、器楽、

創作の技能を身につ

け、創造的に表してい

る。 

音楽を形作っている

要素を知覚し、それら

の働きを感受しなが

ら、楽曲や演奏を解釈

したり、それらの価値

を考えたりして、音楽

に対する理解を深め、

よさや美しさを創造

的に味わって聴いて

いる。 

評
価
方
法 

観察 

ワークシート 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 観察 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

一
学
期 

   

声
に
出
し
て
歌
お
う 

【歌唱】 

「翼をください」 

「花は咲く」 

「少年時代」 

「とびら開けて」 

（斉唱・日本語） 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 a:歌う喜びを感じ、主体的に歌

の学習に取り組もうとする。 

b:リズム、メロディ、強弱など

を知覚し、それらの働きが生み

出す特質や雰囲気を感受しなが

ら、音楽表現を工夫している。 

c:歌詞の内容と曲想を関わらせ

て表現するために必要な歌唱の

技術を身につけている。 

 

 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

ギ
タ
ー
を
弾
こ
う 

【器楽】 

・チューニングの方法 

・弾き方の基礎 

・ハ長調の音階 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 a:ギターの音色に関心を持ち、

基礎的な奏法を身に付けること

に主体的に取り組もうとしてい

る。 

c:技術の基礎となるハ長調の音

階を、ファースト･ポジションと

i、m のアポヤンド奏法で弾ける

技術を身に付ける。 

 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

鑑
賞
の
フ
ァ
ー
ス
ト
・ス
テ
ッ
プ 

【鑑賞（DVD鑑賞）】 

バレエ「ボレロ」 

（ジョルジュ・ドン、20世紀バレ

エ団、モーリス・ベジャール振

り付け） 

 

 

 

 

○ 

   

 

 

 

○ 

a:管弦楽で扱われる楽器の音色

やリズムの特徴とその音楽的効

果に関心をもって楽曲を聴こう

としている。 

d:音楽と身体表現の関わり合い

に関心を持ち、同時に優れた踊

り手によって作り出される緊張

感ある舞台の美しさを感じ取っ

て鑑賞している。 

 

観察 

ワークシート 

二
学
期 

イ
タ
リ
ア
語
の
歌
を
歌
お
う 

【歌唱】 

「Caro mio ben」 

「O sole mio」 

（斉唱・イタリア語） 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 a:イタリア古典歌曲成立の歴史

的・文化的背景に関心を持ち、

歌う学習に積極的に取り組む。 

b:リズム、旋律、強弱などを知

覚し、それらの関わりが生み出

す雰囲気を感受しながら、表現

を工夫している。 

c:表現したいことを伝える歌唱

の技法を身につけている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 



 

合
唱
の
響
き
を
求
め
て 

【歌唱】 

「民衆の歌（混声四部）」 

～ミュージカル「レ・ミゼラブ

ル」より 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 a:声を合わせる活動に関心を持

ち、合唱の学習に主体的に取り

組もうとしている。 

b:旋律とハーモニーの関わりを

知覚し、それらの働きを感受し

ながら音楽表現を工夫してい

る。 

c:歌詞の内容と曲想を関わらせ

て感じ取り、歌唱に必要な技能

を身につけている。 

 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

ギ
タ
ー
を
弾
こ
う 

【器楽】 

・ハ長調のスリーコード 

・「チョプスティック」（二重奏） 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 a：ギター演奏の新たな技術に関

心を持ち、その習得と発展に主

体的に取り組もうとしている。 

c:C、G7、F（簡略形）のコード

が弾けるようになり、メロディ

とコードによる伴奏の両方が弾

けるようになる。 

 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

西
洋
音
楽
の
歴
史
を
知
ろ
う 

【鑑賞】 

・グレゴリオ聖歌「ディエス・イ

レ」 

・「ブランデンブルク協奏曲第

２番」（バッハ） 

・「交響曲第９番 『新世界か

ら』」（ドヴォルジャーク） 

 

 

 

○ 

   

 

○ 

a：西洋音楽の歴史に関心を持

ち、時代による音楽の変化を感

じ取って鑑賞している。 

d：それぞれの時代による音楽の

スタイルの違いを知覚し、その

時代の持つ雰囲気を感受しなが

ら、音楽の美しさを様々な角度

から味わって聴いている。 

 

観察 

ワークシート 

三
学
期 

ヴ
ォ
ー
カ
ル
・ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
も
う 

【歌唱】 

「島唄」（二重唱） 

「オペラ座の怪人」（二重唱） 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 a:仲間と声を合わせる活動に関

心を持ち、自分たちで表現を工

夫することに主体的に取り組ん

でいる。 

b:メロディの流れにのり、言葉

の乗せ方を工夫し、曲想を歌詞

の内容に関わらせて表現しよう

としている。 

c:少人数のアンサンブルが美し

く響くよう、各パートのバラン

スを考えながら歌う技術を身に

つけている。 

 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 



ギ
タ
ー
・ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
も
う 

【器楽】 

「Stand by me」 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 a:今まで学んできたギターの奏

法に関心を持ち、個人の技術の

向上に励むとともに、グループ

学習を通じて一つの音楽を作り

上げることに主体的に取り組ん

でいる。 

b：メロディ、コード、ベースラ

インの３部に分かれて構成され

ている楽曲の仕組みを理解し、

どのように演奏するかについて

明確な表現意図を持って練習し

ている。 

c:グループの一員として、アン

サンブルを完成させることがで

きる技術を身に付けている。 

 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

日
本
の
伝
統
音
楽
を
聴
こ
う 

【鑑賞】 

長唄「京鹿子娘道成寺」 

催馬楽「更衣」 

 

 

○ 

   

 

○ 

a:我が国の伝統音楽に関心を持

ち、鑑賞の学習に主体的に取り

組もうとしている。 

d:音楽を形作っている要素を知

覚し、西洋音楽との違いを感受

しながら、伝統音楽に対する理

解を深め、そのよさや美しさを

味わって聴いている。 

観察 

ワークシート 

 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けてい

る。 

 



学校番号 １１７ 

平成 31年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅰ 単位数 2単位 年次 1年次 

使用教科書 「高校生の美術１」 （日本文教出版） 

副教材等 WATCH2 イマジネーションの旅 （秀学社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

絵画の分野を中心とし、基礎的な描写・色彩の実習をすることで具象形態や自然の配色の特徴を知り、表現力を付け

ていく。さらに、多様な美術作品を鑑賞し、美的体験を豊かにしていく。 

 

２ 学習の到達目標 

絵画・造形の基本的な技法を理解し、習得する。 

日常を豊かにする美術の力について気付く。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への関心・意

欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

作品をつくることや鑑賞

活動に興味をもち、自主

的に取り組んでいる。 

作品のテーマについて考

え、独自の発想を練って

いる。 

工夫をこらして作品に取

り組んでいる。 

美術作品のよさや面白さ

について考え、自分の感

想や意見を述べられる。 

評
価
方
法 

提出作品 

ワークシート 

授業態度 

提出作品 

授業態度 

提出作品 

授業態度 

ワークシート 

授業態度 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 



一
学
期 

美
術
基
礎
１ 

描写練習 

「鉛筆デッサン・直方体」 

色彩練習 

「色相環・色の効果」 

○ ○ ○  a:目で見たものを描くということ

に興味をもち、意欲的に取り組ん

でいる。 

b:陰影による立体感や色彩の関係

について学んだことを作品に生か

している。 

c:作品を美しい仕上がりにするた

め、細密な描写や絵の具の使い方

などを工夫している。 

提出作品 

取り組み度 

美しさの目標 

達成度 

デ
ザ
イ
ン
基
礎 

「ピクトグラムをつくる」 

視覚的にものごとを伝

達するデザインについ

て学び、日常で使えるピ

クトグラムを作成する。 

○ ○ ○ ○ a:デザインによる視覚的な情報伝

達について興味をもち、意欲的に

取り組んでいる。 

b:言語をこえて伝わるデザインに

ついて考え、独自の発想を練って

いる。 

c:色彩や造形など、見る人が美し

く感じるようなデザインを工夫し

ている。 

d:言語をこえた情報伝達のよさや

面白さについて考え、自分の意見

をまとめられる。 

提出作品 

鑑賞シート 

取り組み度 

美しさ目標達成

度 

描
写 

「遠近法を使って」 

一点透視・二点透視のあ

る風景を探し、鉛筆と水

彩絵の具で描く。 

○ ○ ○  a:透視図法について興味をもち、

意欲的に取り組んでいる。 

b:透視図法などの遠近法をよく理

解し、その特徴や面白さが現れた

風景を見つけている。 

c:透視図法の特徴を生かして、作

品を美しく仕上げている。 

出作品 

取り組み度 

美しさ目標達成

度 

立
体
造
形 

「石粉粘土のペーパーウ

エイト」 

石粉粘土を成形してお

気に入りの形のペーパ

ーウエイトを制作する。 

○ ○ ○  a:粘土による立体的な造形に興味

をもち、意欲的に取り組んでいる。 

b:思わず使いたくなるようなペー

パーウエイトのデザインを独自に

発想している。 

c:石粉粘土の特徴を生かし、美し

く丁寧に作品を仕上げている。 

提出作品 

取り組み度 

美しさ目標達成

度 



二
学
期 

美
術
基
礎
２ 

描写練習 

「鉛筆デッサン・球体」 

 

○ ○ ○  a:立体を描くことに関心をもち、

意欲的に取り組んでいる。 

b:陰影による立体感や質感の変化

など、学んだことを作品に生かし

ている。 

c:鉛筆の様々な描写表現を生か

し、美しく作品を仕上げている。 

提出作品 

取り組み度 

美しさ目標達成

度 

デ
ザ
イ
ン
・立
体
造
形 

「ミニチュアでつくる理想

の部屋」 

バルサ木材を用いて、自

分の理想の部屋をミニ

チュアで制作する。空間

デザインの面白さにつ

いて学ぶ。 

○ ○ ○ ○ a:部屋やインテリアなどの空間デ

ザインに関心をもち、意欲的に取

り組んでいる。 

b:暮らす人のイメージ、インテリ

アの役割などをよく考え、独自の

発想を練っている。 

c:木材の特徴を生かし、美しく丁

寧に作品を仕上げている。 

d:生活を彩る様々なインテリアの

よさについて考え、自分の意見を

まとめられる。 

提出作品 

目標・美しさ達

成度 

取り組み度 

鑑賞シート 

 

 

工
芸 

「木版カレンダー作り」 

木版画で翌年のカレン

ダーを制作する。 

凸版画の仕組みをよく

知り、版画の面白さや美

しさを知る。 

○ ○ ○  a:木版画の表現に関心をもち、意

欲的に取り組んでいる。 

b:木版画の様々な表現について考

え、独自の発想を練っている。 

c:彫刻刀の表現をよく理解し、使

い方を工夫して作品を美しく仕上

げている。 

提出作品 

目標・美しさ達

成度 

取り組み度 

 

 

描
写 

「ゴールドスクラッチ」 

スクラッチ紙をニードルで

削り、細密な素描に挑戦

する。黒地に白線で描く

新鮮さを楽しむ。 

○ ○ ○  a:黒地に白線でものを描くことに

関心をもち、意欲的に取り組んで

いる。 

b:白線で光を描写する面白さや表

現方法についてよく考えている。 

c:作品を美しく仕上げるため、ニ

ードルの使い方を工夫し、細密に

描写している。 

提出作品 

取り組み度 

美しさ目標達

成度 



三
学
期 

美
術
基
礎
３ 

描写練習 

「鉛筆デッサン・人物」 

 

○ ○ ○  a:人物を描くことに関心をもち、

意欲的に取り組んでいる。 

b:陰影による立体感や質感の変化

など、学んだことを作品に生かし

ている。 

c:鉛筆の様々な描写表現を生か

し、美しく作品を仕上げている。 

提出作品 

取り組み度 

美しさ目標達成

度 

立
体
造
形 

「アルミ線で針金アート」 

アルミ素材を生かし、線の

重なりによる造形的表現

を学ぶ。 

○ ○ ○  a:アルミ線による立体造形に興味

をもち、意欲的に取り組んでいる。 

b:立体的な構造を考えながら、ア

ルミ線をどのように組み立てる

か、独自に発想を練っている。 

c:巻く、ねじるなど、アルミ線の

使い方を工夫し、作品を美しく仕

上げている。 

提出作品 

目標・美しさ達

成度 

取り組み度 

 

 

デ
ザ
イ
ン 

「目を引くパッケージデザ

イン」 

菓子や飲み物の新しいパ

ッケージデザインを考え

る。 

○ ○ ○  a:商品パッケージのデザインにつ

いて興味をもち、意欲的に取り組

んでいる。 

b:売れるデザインについて考えな

がら、色彩や構図など独自に発想

を練っている。 

c:着彩のときに色彩や筆の使い方

を工夫し、作品を美しく仕上げて

いる。 

提出作品 

目標・美しさ達

成度 

取り組み度 

 

 

 



学校番号 １１７ 

平成 31年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅱ 単位数 2単位 年次 2年次 

使用教科書 「高校生の美術２」（日本文教出版） 

副教材等 WATCH2 イマジネーションの旅 （秀学社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

デザインの分野を中心とし、基礎：形態のデザイン・工夫・色彩の実習をすることで表現力と鑑賞力を付けていく。

図案制作や構成段階では、基礎を踏まえた上で、ユニークな表現・個性的な発想を積極的に評価していく。 

 

２ 学習の到達目標 

美術Ⅰの描写などで学んだ様々な対象物の理解をデザインに生かす。デザインやレタリングのバランス・構成を自分

なりに工夫し、自己表現をさせる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への関心・意

欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

作品をつくることや鑑賞

活動に興味をもち、自主

的に取り組んでいる。 

作品のテーマについて考

え、想像力を働かせたり、

独自のアイデアで作品に

取り組んでいる。 

多様な用具や技法を積極

的に使い、工夫して作品

に取り組んでいる。 

美術作品のよさや面白さ

について考え、自分の作

品づくりに生かそうとし

ている。 

評
価
方
法 

提出作品 

ワークシート 

授業態度 

提出作品 

授業態度 

提出作品 

授業態度 

ワークシート 

授業態度 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 



一
学
期 

美
術
基
礎
４ 

描写練習 

「静物デッサン」 

「絵の具の立体描写」 

美術Ⅰでの学習をもと

に、さらに高度な描写技

法を学ぶ。 

○ ○ ○  a:目で見たものを描くということ

に興味をもち、自主的に取り組ん

でいる。 

b:陰影や色みによる立体感の表現

について学んだことを作品に生か

している。 

c:作品を美しい仕上がりにするた

め、細密な描写や絵の具の使い方

を工夫している。 

提出作品 

取り組み度 

美しさの目標 

達成度 

デ
ザ
イ
ン 

「ポスター制作」 

メッセージを効果的に伝

えるデザインについて学

び、設定したテーマでポ

スターを制作する。 

○ ○ ○  a:ポスターデザインによる視覚的

な情報伝達について興味をもち、

意欲的に取り組んでいる。 

b:言語をこえて伝わるデザインに

ついて考え、独自のアイデアでポ

スター制作に取り組んでいる。 

c:色彩や造形など、見る人が美し

く感じるようなポスターデザイン

を工夫している。 

提出作品 

取り組み度 

美しさ目標達成

度 

構
成
・デ
ザ
イ
ン 

「プッシュステンド」 

粘着シートにカラーフ

ィルムを貼り付ける簡

易ステンドグラスを制

作。線と色の構成や美し

さについて知る。 

○ ○ ○  a:ステンドグラスの表現に関心をも

ち、自主的に取り組んでいる。 

b:ステンドグラスの仕上がりを見通

し、色と線の構成や制作手順を計画

的に練っている。 

c:細密な表現を用いたり、色の組み

合わせを工夫して、美しく仕上げて

いる。 

提出作品 

取り組み度 

美しさ目標達成

度 

鑑
賞
・描
写 

「国宝の扇子をつくる」 

国宝「鳥獣戯画」を白扇

子に模写する。白描画に

挑戦することで、毛筆の

面白さや美しさを追求

する。 

○ ○ ○ ○ a:古典作品を学習することに関心を

もち、模写制作に自主的に取り組ん

でいる。 

b:「鳥獣戯画」の白描画表現の特徴

や面白さについて自ら考えている。 

c:「鳥獣戯画」の白描画表現から学

び取り、毛筆の使い方を工夫してい

る。 

d:「鳥獣戯画」のよさや面白さについ

て考え、自分の作品づくりに生かそう

としている。 

提出作品 

鑑賞カード 

取り組み度 

美しさ目標達成

度 



二
学
期 

工
芸 

「ドライポイント」 

プラスチック板とニードル

によるドライポイントで、繊

細な版画を制作する。 

凹版画の仕組みをよく知

り、版画の面白さや美しさ

を知る。 

○ ○ ○  a:ドライポイントの表現に関心を

もち、意欲的に取り組んでいる。 

b:ドライポイントの様々な表現に

ついて考え、独自の発想を練って

いる。 

c:ニードルの使い方を工夫して、

作品を美しく仕上げている。 

提出作品 

取り組み度 

美しさ目標達成

度 

描
写 

「白の描画～光を描く～」 

黒画用紙に白絵具だけ

でガラスを描写する。光

を描く技法を知る。 

○ ○ ○  a:白色によって光を描写すること

に関心をもち、自主的に取り組ん

でいる。 

b:白線で光を描写する面白さや表

現方法についてよく考えている。 

c:作品を美しく仕上げるため、

様々な絵の具の表現を積極的に用

い、描写している。 

提出作品 

鑑賞シート 

取り組み度 

美しさ目標達成

度 

立
体
造
形 

「動きを切り取る彫刻」 

人や動物の動きをとら

え、心材と粘土で塑像を

制作する。 

○ ○ ○ ○ a:彫刻による動きの表現に関心をも

ち、自主的に取り組んでいる。 

b:彫刻の面白さについて考え、想像

力を働かせたり、独自のアイデアで

作品に取り組んでいる。 

c:粘土の素材や塑像表現の特徴をよ

くとらえ、作品づくりを工夫している。 

d:著名な彫刻について、その美しさ

や面白さについて考え、自分の作品

に生かそうとしている。 

提出作品 

鑑賞シート 

目標・美しさ達

成度 

取り組み度 

三
学
期 

工
芸 

「木彫りのフォーク・スプ

ーン」 

木材のよさについて知り、

木彫りでフォークやスプ

ーンを制作する。 

○ ○ ○  a: 木材で日用品をつくることに興味

をもち、自主的に取り組んでいる。 

b:日用品の機能や美しさについて考

え、独自のアイデアで作品に取り組

んでいる。 

c:彫刻刀ややすりなど、多様な用具

や技法を積極的に使い、工夫して作

品に取り組んでいる。 

提出作品 

取り組み度 

美しさ目標達成

度 



デ
ザ
イ
ン 

「音楽を絵で表して」 

自分の好きな音楽の世界

観や感情、歌詞の内容な

どを、一枚の絵として視覚

的に表現する。 

○ ○ ○ ○ a:聴覚表現を視覚表現として表すこ

とに関心をもち、自主的に取り組んで

いる。 

b:音楽を絵で表す面白さについて考

え、想像力を働かせたり、独自のアイ

デアで作品に取り組んでいる。 

c:水彩やコラージュ技法など、素材

や技法を工夫している。 

d:制作後、互いの作品を鑑賞しあう

中で、積極的に他者の表現の良いと

ころを見つけようとしている。 

提出作品 

鑑賞シート 

目標・美しさ達

成度 

取り組み度 

 

 



学校番号 １１７ 

平成 31年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅲ 単位数 2単位 年次 3年次 

使用教科書 「美術 3」（光村図書） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

絵画の分野を中心とし、基礎～応用と描写・色彩の実習をすることで少しずつ表現力と鑑賞力を付けていく。形と色

を別々ではなく、関連させて表現・空想画なども製作することで自己表現の可能性を探る。 

 

２ 学習の到達目標 

絵画・描写の基本をおさえたうえで、応用の技法もマスターさせる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への関心・意

欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の喜びを

味わい、美術や美術文化

に関心をもち、主体的に

表現や鑑賞の創造活動に

取り組もうとする。 

作品のテーマについて深

く考え、想像力を働かせ

たり、独自のアイデアで

作品に取り組んでいる。 

自分の表現したいことを

形にするために、多様な

用具や技法を効果的に取

り入れ、作品づくりを工

夫している。 

美術作品の美しさや時代

背景に興味をもち、作者

の感情について考えてい

る。 

評
価
方
法 

提出作品 

ワークシート 

授業態度 

提出作品 

授業態度 

提出作品 

授業態度 

ワークシート 

授業態度 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 



一
学
期 

描
写 

「風景を描く」 

水彩絵の具を使い、校内の

風景を描く。構図の工夫や

美しさについて学ぶ。 

○ ○ ○  a:風景を描くことに関心をもち、

主体的に描こうとしている。 

b:風景画の美しさについて深く考

え、構図などをよく考えて作品に

取り組んでいる。 

c:自分が美しいと感じた風景を描

くために、水彩画の技法を効果

的に取り入れ、工夫している。 

提出作品 

取り組み度 

美しさ目標

達成度 

工
芸 

「オリジナル Tシャツづくり」 

簡易シルクスクリーン（サ

ンスクリーン）を用いてオ

リジナルデザインの T シャ

ツを作り、孔版画の仕組み

について理解する。 

○ ○ ○  a:シルクスクリーンの表現に関心

をもち、主体的に取り組もうとして

いる。 

b:シルクスクリーンの特徴につい

てよく学び、デザインなどをよく考

えて作品に取り組んでいる。 

c:自分の理想のデザインを形に

するために、制作過程をよく理解

して表現を工夫している。 

提出作品 

取り組み度 

美しさ目標

達成度 

描
写 

「油絵にチャレンジ」 

油彩画の特徴や表現の面白

さを知り、静物画に挑戦する。 

○ ○ ○ ○ a:著名な美術作品の美しさを味

わい、主体的に表現や鑑賞の創

造活動に取り組もうとする。 

b: 模写の面白さや意味につい

て深く考え、作品に取り組んでい

る。 

c:対象作品を美しく再現するため

に、多様な用具や技法を効果的

に取り入れ、作品づくりを工夫し

ている。 

d: 著名な美術作品の美しさや

時代背景に興味をもち、作者の

感情について考えている。 

提出作品 

取り組み度 

美しさ目標

達成度 

二
学
期 

デ
ザ
イ
ン 

「絵馬の制作」 

絵馬の成り立ちについて知

り、自分の願いをこめたオリジ

ナル絵馬をデザインする。 

○ ○ ○  a:絵馬のデザインに関心をもち、

主体的に取り組んでいる。 

b:絵馬の由来や意味について学

び、デザインをよく考えて作品に

取り組んでいる。 

c:絵馬を美しく仕上げるために、

絵の具など描画材の使い方を工

夫している。 

提出作品 

取り組み度 

美しさ目標

達成度 



デ
ザ
イ
ン
・工
芸 

「砂絵で描く色と形」 

粘着シートに色砂を貼り付け

る砂絵に挑戦する。色砂同士

の混色やグラデーションも表

現する。 

○ ○ ○  a:砂絵の表現に関心をもち、主

体的に取り組もうとしている。 

b:砂絵の美しさについて深く考

え、構図や色彩をよく考えて作品

に取り組んでいる。 

c:自分の表したい砂絵のため

に、色砂の混色やグラデーション

技法を効果的に取り入れ、工夫

している。 

提出作品 

取り組み度 

美しさ目標

達成度 

デ
ザ
イ
ン 

  

「シンメトリーな切り絵」 

２色の色画用紙を用いて、線

対称な切り絵を制作する。 

○ ○ ○  a:対称な美しさに関心をもち、主

体的に表現や創造活動に取り組

もうとする。 

b:対称な表現の面白さを考え、

想像力を働かせたり、独自のアイ

デアで作品に取り組んでいる。 

c: 自分のイメージを美しく形に

するために、色画用紙の組み合

わせや構図を工夫している。 

提出作品 

取り組み度 

美しさ目標

達成度 

三
学
期 

工
芸 

「木彫りのはしづくり」 

日ごろ使うはしを自ら制作す

ることで、日常生活における

美術の意味とあり方について

学ぶ。 

○ ○ ○  a: 日用品の美しさや面白さに関

心をもち、主体的に創造活動に

取り組もうとする。 

ｂ：はしの形の面白さを考え、独

自のアイデアで作品に取り組ん

でいる。 

ｃ：自分のイメージを美しく形にす

るために、電動のこぎりややすり

などの使い方を工夫している。 

提出作品 

取り組み度 

美しさ目標

達成度 

 

 

 

 



学校番号 １１７ 

平成 31年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅰ 単位数 2単位 年次 ２年次 

使用教科書 「高校生の美術１」 （日本文教出版） 

副教材等 WATCH2 イマジネーションの旅 （秀学社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

絵画の分野を中心とし、基礎的な描写・色彩の実習をすることで具象形態や自然の配色の特徴を知り、表現力を付け

ていく。さらに、多様な美術作品を鑑賞し、美的体験を豊かにしていく。 

 

２ 学習の到達目標 

絵画・造形の基本的な技法を理解し、習得する。 

日常を豊かにする美術の力について気付く。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への関心・意

欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

作品をつくることや鑑賞

活動に興味をもち、自主

的に取り組んでいる。 

作品のテーマについて考

え、独自の発想を練って

いる。 

工夫をこらして作品に取

り組んでいる。 

美術作品のよさや面白さ

について考え、自分の感

想や意見を述べられる。 

評
価
方
法 

提出作品 

ワークシート 

授業態度 

提出作品 

授業態度 

提出作品 

授業態度 

ワークシート 

授業態度 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 



一
学
期 

美
術
基
礎
１ 

描写練習 

「鉛筆デッサン・直方体」 

色彩練習 

「色相環・色の効果」 

○ ○ ○  a:目で見たものを描くということ

に興味をもち、意欲的に取り組ん

でいる。 

b:陰影による立体感や色彩の関係

について学んだことを作品に生か

している。 

c:作品を美しい仕上がりにするた

め、細密な描写や絵の具の使い方

などを工夫している。 

提出作品 

取り組み度 

美しさの目標 

達成度 

デ
ザ
イ
ン
基
礎 

「ピクトグラムをつくる」 

視覚的にものごとを伝

達するデザインについ

て学び、日常で使えるピ

クトグラムを作成する。 

○ ○ ○ ○ a:デザインによる視覚的な情報伝

達について興味をもち、意欲的に

取り組んでいる。 

b:言語をこえて伝わるデザインに

ついて考え、独自の発想を練って

いる。 

c:色彩や造形など、見る人が美し

く感じるようなデザインを工夫し

ている。 

d:言語をこえた情報伝達のよさや

面白さについて考え、自分の意見

をまとめられる。 

提出作品 

鑑賞シート 

取り組み度 

美しさ目標達成

度 

描
写 

「遠近法を使って」 

一点透視・二点透視のあ

る風景を探し、鉛筆と水

彩絵の具で描く。 

○ ○ ○  a:透視図法について興味をもち、

意欲的に取り組んでいる。 

b:透視図法などの遠近法をよく理

解し、その特徴や面白さが現れた

風景を見つけている。 

c:透視図法の特徴を生かして、作

品を美しく仕上げている。 

出作品 

取り組み度 

美しさ目標達成

度 

立
体
造
形 

「石粉粘土のペーパーウ

エイト」 

石粉粘土を成形してお

気に入りの形のペーパ

ーウエイトを制作する。 

○ ○ ○  a:粘土による立体的な造形に興味

をもち、意欲的に取り組んでいる。 

b:思わず使いたくなるようなペー

パーウエイトのデザインを独自に

発想している。 

c:石粉粘土の特徴を生かし、美し

く丁寧に作品を仕上げている。 

提出作品 

取り組み度 

美しさ目標達成

度 



二
学
期 

美
術
基
礎
２ 

描写練習 

「鉛筆デッサン・球体」 

 

○ ○ ○  a:立体を描くことに関心をもち、

意欲的に取り組んでいる。 

b:陰影による立体感や質感の変化

など、学んだことを作品に生かし

ている。 

c:鉛筆の様々な描写表現を生か

し、美しく作品を仕上げている。 

提出作品 

取り組み度 

美しさ目標達成

度 

デ
ザ
イ
ン
・立
体
造
形 

「ミニチュアでつくる理想

の部屋」 

バルサ木材を用いて、自

分の理想の部屋をミニ

チュアで制作する。空間

デザインの面白さにつ

いて学ぶ。 

○ ○ ○ ○ a:部屋やインテリアなどの空間デ

ザインに関心をもち、意欲的に取

り組んでいる。 

b:暮らす人のイメージ、インテリ

アの役割などをよく考え、独自の

発想を練っている。 

c:木材の特徴を生かし、美しく丁

寧に作品を仕上げている。 

d:生活を彩る様々なインテリアの

よさについて考え、自分の意見を

まとめられる。 

提出作品 

目標・美しさ達

成度 

取り組み度 

鑑賞シート 

 

 

工
芸 

「木版カレンダー作り」 

木版画で翌年のカレン

ダーを制作する。 

凸版画の仕組みをよく

知り、版画の面白さや美

しさを知る。 

○ ○ ○  a:木版画の表現に関心をもち、意

欲的に取り組んでいる。 

b:木版画の様々な表現について考

え、独自の発想を練っている。 

c:彫刻刀の表現をよく理解し、使

い方を工夫して作品を美しく仕上

げている。 

提出作品 

目標・美しさ達

成度 

取り組み度 

 

 

描
写 

「ゴールドスクラッチ」 

スクラッチ紙をニードルで

削り、細密な素描に挑戦

する。黒地に白線で描く

新鮮さを楽しむ。 

○ ○ ○  a:黒地に白線でものを描くことに

関心をもち、意欲的に取り組んで

いる。 

b:白線で光を描写する面白さや表

現方法についてよく考えている。 

c:作品を美しく仕上げるため、ニ

ードルの使い方を工夫し、細密に

描写している。 

提出作品 

取り組み度 

美しさ目標達

成度 



三
学
期 

美
術
基
礎
３ 

描写練習 

「鉛筆デッサン・人物」 

 

○ ○ ○  a:人物を描くことに関心をもち、

意欲的に取り組んでいる。 

b:陰影による立体感や質感の変化

など、学んだことを作品に生かし

ている。 

c:鉛筆の様々な描写表現を生か

し、美しく作品を仕上げている。 

提出作品 

取り組み度 

美しさ目標達成

度 

立
体
造
形 

「アルミ線で針金アート」 

アルミ素材を生かし、線の

重なりによる造形的表現

を学ぶ。 

○ ○ ○  a:アルミ線による立体造形に興味

をもち、意欲的に取り組んでいる。 

b:立体的な構造を考えながら、ア

ルミ線をどのように組み立てる

か、独自に発想を練っている。 

c:巻く、ねじるなど、アルミ線の

使い方を工夫し、作品を美しく仕

上げている。 

提出作品 

目標・美しさ達

成度 

取り組み度 

 

 

デ
ザ
イ
ン 

「音楽を絵で表して」 

自分の好きな音楽の世界

観や感情、歌詞の内容な

どを、一枚の絵として視覚

的に表現する。 

○ ○ ○ ○ a:聴覚表現を視覚表現として表すこ

とに関心をもち、自主的に取り組んで

いる。 

b:音楽を絵で表す面白さについて考

え、想像力を働かせたり、独自のアイ

デアで作品に取り組んでいる。 

c:水彩やコラージュ技法など、素材

や技法を工夫している。 

d:制作後、互いの作品を鑑賞しあう

中で、積極的に他者の表現の良いと

ころを見つけようとしている。 

提出作品 

目標・美しさ達

成度 

取り組み度 

鑑賞シート 

 

 

 



学校番号 １１７ 

平成 31年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 書道Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「書道Ⅰ」 （東京書籍） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・書写から書道への発展を用具用材の違いによる変化を学ぶ。 

・楷・行・草・隷書・篆の五書体を、古典を通じ時代順に臨書を学ぶ。 

・創意工夫で自分らしい文字表現の作品作り。 

 

２ 学習の到達目標 

・「書」を自己表現として関心を持たせる。 

・毛筆の特性や技法を身に付け、線質と墨・紙・筆との関係を持たせる。 

・書の良さや美しさを感じ取り、創造的な表現を工夫し、感性を豊かにする。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:書への関心・意欲・

態度 

b: 書表現の 

構想と工夫 

c:創造的な書表現の

技能 
d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

書の創造的活動のよ

ろこびを味わい、書の

伝統と文化に関心を

持って、主体的に表現

や鑑賞の創造的活動

に取り組もうとする。 

書のよさや美しさを

感じ取り、感性を働か

せながら、自らの意図

に基づいて構想し、表

現を工夫している。 

創造的な書表現をす

るために、基礎的な能

力を生かし、効果的な

表現の技法を身に付

け表している。 

日常生活の書の効用

や書の伝統と文化に

ついて幅広く理解し、

その価値を考え、書の

よさや美しさを創造

的に味わっている。 

評
価
方
法 

観察 

学習プリント 

観察 

レポート 

学習プリント 

提出作品 

観察 

レポート 

学習プリント 

提出作品 

観察 

レポート 

学習プリント 

提出作品 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

月 

  

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

四 書
体
の
変
遷 

・五書体の説明 

・自分の名前調べ（各書体） 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

a:名前の各書体を調べ、五書体

の違いに関心を持つことがで

きる。 

b:五書体を理解できる。 

c:小筆の弾力感覚を身に付け

る。 

d:名前の五書体を理解できる。 

観察 

学習プリント 

五 篆
書
の
学
習 

・篆書の特徴 

・泰山刻石の臨書 

・金文による一文字創作 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:篆書に関心・興味を持たせ、

歴史的位置づけを理解でき

る。 

b:泰山刻石の臨書を通じ、用筆、

運筆を習得できる。 

c:金文の一文字を創作できる。 

d:各作品を鑑賞し合い、書美に

対する感性を身に付ける。 

観察 

学習プリント 

提出作品 

六 隷
書
の
学
習 

・隷書の特徴 

・礼器碑の臨書 

・篆・隷書のいずれかを選び、

四文字熟語を半切二分の一

に創作 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:隷書に関心・興味を持たせ、

歴史的位置づけを理解でき

る。 

b:礼器碑の臨書を通じ、用筆・

運筆を修得できる。 

c:四文字熟語を作品に仕上げる

ことができる。 

d:各作品を鑑賞し合い、書美に

対する感性を身に付ける。 

観察 

学習プリント 

提出作品 

七 篆
刻
の
学
習 

姓名印を刻す  

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:印の歴史と用途に応じた印の

種類を理解できる。 

b:印刀の使用方法を修得でき

る。 

c:姓名印を刻すことができる。 

d:作品に押印するセンスを身に

付ける。 

観察 

学習プリント 

九 草
書
の
学
習 

・草書の成立と特徴 

・書譜・十七帖の臨書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:草書に関心・興味を持たせ、

歴史的位置づけを理解でき

る。 

b:書譜・十七帖の臨書を通じ、

用筆・運筆を修得できる。 

c:２つの古典から 1 つを選び、

半切二分の一に臨書できる。 

d:各作品を鑑賞し合い、書美に

対する感性を身に付ける。 

観察 

学習プリント 

提出作品 



十
・十
一 

行
書
の
学
習 

・行書の成立と特徴 

・蘭亭叙・風信帖の臨書 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:行書に関心・興味を持たせ、

歴史的位置づけを理解でき

る。 

b:蘭亭叙・風信帖の臨書を通じ、

用筆・運筆を修得できる。 

c: ２つの古典から 1つを選び、

半切二分の一に臨書できる。 

d:各作品を鑑賞し合い、書美に

対する感性を身に付ける。 

観察 

学習プリント 

提出作品 

十
二･

一 

楷
書
の
学
習 

・楷書の成立と特徴 

・九成宮・孔子廟堂碑の臨書 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a：楷書に関心・興味を持たせ、

歴史的位置づけを理解でき

る。 

b：九成宮・孔子廟堂碑を通じ、用

筆･運筆を修得できる。 

c：２つの古典作品から１つ選び、

半切二分の一に臨書できる。 

d：各作品を鑑賞し合い、書美に対

する感性を身に付ける。 

観察 

学習プリント 

提出作品 

二 二
年
次
への
準
備 

二年次の軸作品への下準備  

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

a：各書体の特徴を研究 

b：各書体の修得度を比較 

c：５書体より得意書体を選別 

d：各作品を鑑賞し合い、書美に

対する感性を身に付ける。 

観察 

学習プリント 

提出作品 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けてい

る。 

 

 



８ 芸術（書道） 

 

平成 31年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 書道Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「書道Ⅱ」 （東京書籍） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・書道Ⅰで学んだ古典から１つ選び、半切作品を軸に仕上げる。 

・仮名の基本・古典の臨書を学ぶ。 

・創意工夫で自分らしい文字表現の作品作り。（未定） 

 

 

２ 学習の到達目標 

漢字半切作品、仮名半紙作品を軸に仕上げ、書の美への関心を高める。 

 

 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:書への関心・意欲・

態度 

b:書表現の構想と工

夫 

c:創造的な書表現の

技能 
d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

書の創造的活動のよ

ろこびを味わい、書の

伝統と文化に関心を

持って、主体的に表現

や鑑賞の創造的活動

に取り組もうとする。 

書のよさや美しさを

感じ取り、感性を働か

せながら、自らの意図

に基づいて構想し、表

現を工夫している。 

創造的な書表現をす

るために、基礎的な能

力を生かし、効果的な

表現の技法を身に付

け表している。 

日常生活の書の効用

や書の伝統と文化に

ついて幅広く理解し、

その価値を考え、書の

よさや美しさを創造

的に味わっている。 

評
価
方
法 

観察 

学習プリント 

観察 

レポート 

学習プリント 

提出作品 

観察 

レポート 

学習プリント 

提出作品 

観察 

レポート 

学習プリント 

提出作品 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

学校番号 １１７ 



４ 学習の活動 

 
 

月 

月 

 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

四･

五･

六 

半
切
作
品
の
学
習 

・書体を選び、古典を臨書。 

・軸作品を仕上げる 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:五書体の歴史的位置づけを理

解できる。 

b:各自選んだ古典を習得でき

る。 

c:半切に古典を臨書できる。 

d:各作品を鑑賞し合い、書美に

対する感性を身に付ける。 

観察 

学習プリント 

レポート 

提出作品 

九･

十 

仮
名
の
学
習 

・仮名の成立と特徴  

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:仮名に関心・興味を持たせ、

歴史的位置づけを理解でき

る。 

b:仮名の基本を修得できる。 

c:変体仮名を理解できる。 

d:仮名の美しさを理解し、身に

付ける。 

観察 

学習プリント 

提出作品 

十
一 

仮
名
の
臨
書 

・蓬莱切を臨書 

・高野切１-２-３種を臨書 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:仮名に関心・興味を持たせ、

歴史的位置づけを理解でき

る。 

b:蓬莱切・高野切を通じ、用筆・

運筆を修得できる。 

c:２つの古典から１つ選び、料

紙に臨書できる。 

d: 各作品を鑑賞し合い、書美に

対する感性を身に付ける。 

観察 

学習プリント 

レポート 

提出作品 

十
二 

作
品
内
容
未
定 

・五書体より 1 文字を選び創

作 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:文字を創作するセンスを身に

付ける。 

b:五書体の創意工夫ができる。 

c:自分表現の文字を創作でき

る。 

d: 各作品を鑑賞し合い、書美に

対する感性を身に付ける。 

 

十
二
・一
・二 

仮
名
作
品
の
完
成 

・百人一首を創作し、軸に完

成 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:変体仮名への関心・興味を持

たせ、歴史的位置づけを理解で

きる。 

b:百人一首を創作するにあた

り、変体仮名を工夫できる。 

c:料紙に創作ができる。 

d: 各作品を鑑賞し合い、書美に

対する感性を身に付ける。 

 

 

※ 表中の観点について a:書への関心・意欲・態度   b:書表現の構想と工夫 



c:創造的な書表現の技能    d:鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けてい

る。 

 

 


